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1 ．は じ め に

　海洋上 を進 む 台 風 で は、台風が作 る海 洋上層 の 混

合や海洋深層か らの 湧昇に よ り、通過 に 伴 う海面水

温 （Sea　Surface　Temperature，　SST）の 低 下が経路周

辺 で観測され て い る （Price，1981，他）。　 SST の 低 下

を起 こ し た海洋は、変化 を 与えた台風 自身 の 強度（中

心気圧）を抑制 し 、 そ の 抑制は進行 速度が遅 い （く 約

5m ／s）に顕著 に現れ る こ とが大気海 洋結合 モ デル を

用 い た数値 実 験 で 報告 され て き た （Bender　 et 　 al ．
，

1993 ）。

　本研 究 で は台風 が 海洋との 相互 作用 で 引き起 こ す

SST 分布の 変化を通 じ、台風 自身の 経路に起 こ る変

化を調 べ た。台風 が 海洋 上 で長時間 ほ ぼ停滞する こ

とに よ り生 じた SST の 低下 に よ り、台風 を構成する

積雲対 流 の 活動 は影響 を受ける。積雲 の 発 生 域 ・
活

発域 の 移動を通 じ て、台風 の 渦 の 位置が変わ る可能

性 が あ る。こ の 渦 中心 の ず れ に よ り停滞後 の 経路変

化が起 き る こ とを、大気海洋 結合 ・非結合 の 数値 モ

デル を用 い た 実験に よ り調 べ た。実験に は 、太平洋

上 で 約 1 週 間 に わ た りほ ぼ停滞が観測 され た台風

T1221 （Prapiroon）の 事例を用い た。
2．モ デル 設定

　用 い た大気 モ デル は、大気には非静力雲解像大気

モ デル CReSS（Tsuboki， 2007）である。結合実験は、
一

次元海洋モ デ ル に海洋 上 層の み を扱 う鉛直熱拡散

方程式 を解 く ス ラ ブ モ デ ル を用 い た（1D）実験 、お よ

び 三 次 元 大気海 洋結合 モ デ ル に CReSS・NHOES を

採用 し た（3D）実験 で ある。　 SST の 時間変化を与えな

い 海洋非結合（fixed　SST ）実験で は JCOPE2 の SST
の み を与 え た 。大気 の 初期 値 ・境 界値 と し て

JMA −GPV を 、三 次元海洋の 初期値 ・境界値に は 、
JCOPE2 再解析値を利用 した 。 実験 は解像度 4km

で 行 っ た。
3．結果

　 2013 年 10 月 に観測 された T1221は、10 月 7 目

に 発 生後発達 し なが らゆっ くり北西進 し、強 い 勢 力

の まま大東 島近海 で 約 1 週間にわた っ て ほ ぼ停 滞 し、

そ の 後北東進 した 。 停滞 よ り前 の 10 月 8 目 OOUTC

を初期時刻 と し、海洋結合 ・非結合 の 各実験に っ い

て 11 冂積分 を行っ た、，

　 図 1 に各実験お よび JMA 　besttrackの 経路 を示す。

すべ て の 実験で 実際に 停滞が起きた 10 日以降 の 停

滞 が 再現 された。し か し実験間で 停 滞後の 経路 に違

い を見 せ た。こ の 違い を台風 中心気圧 の 時間変化 と

もに考える。

　 図 2 に各実験、JMA 　besttarackお よ び境界値に

用 い た GPV の T1221 中心 気圧時間変化を示す 。 す

べ て の 実験 で 、中心 気圧 最低 が観測 された停滞中の

11 日 12UTC まで の 気圧低 下 は 再現 さ れ 、ほ ぼ観 測

と
一

致 した。そ の 後 、非結合実験で は SST の 高い 領

城 に台風が停滞 し たた め 中心 気圧 が低下 し続け、観

測 された停滞後 の 北東進も再現 されず、強い 勢力（中

心気圧 900hPa 以下）が ほ とん ど衰えなか っ た。
一

方、

海洋結合実験 で は、12 日 12UTC 頃 ま で 1D お よ び

3D 実験 の 気圧 差は顕著 で はな い が 、そ の 後 1D 実験

では中心気圧 の 上 昇が 再現 され て い ない の に対 し、
3D 実験で は 中心 気圧 の 上昇が再現 され、観測 とほ

ぼ
一

致し た 。 ま た 、3D 結合 実験 で は 他 の 実験 よ り

台風 中心が東寄 りに位置し て お り、
こ れは 三 次 元海

洋結合で再現 された海洋との 相互作用 によ り形成 さ

れ た冷た い SST 分布が、停 滞する台風 の 南西象限に

生 じ た こ とに 起因す る こ とが示唆 され るu

　 こ の結果は 、 台風 に お け る海洋 との 相互作用が、

海洋上 で の 停滞後に 移動す る台風強度 の 抑制 と 共 に

経路 に 影響 を 与え る こ と を 示 唆す る。
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図 1：T1221 の JMAbesttrack （● と黒線）お よ び 各実

験 に お け る 中心 の 軌跡。黒実線が 3D 実験。
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mhPVTCj 図 2 ： T1221 中 心気 圧時間変化。　JMA 　be
tarck （一 点鎖線

）
、JMA／RSM− GPV （鎖線） 、　JC

E2　SST 固 定（実線） 、 一 次元（破線）及び三次元

細破 線 ）海洋
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